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	応用
	抗原情報
	背景
	サイレント情報調節因子（Sir2）ファミリー遺伝子は、ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド（NAD）依存性タンパク質脱アセチル化酵素（クラスIIIヒストン脱アセチル化酵素とも呼ばれる）をコードする高度に保存された遺伝子群です。Sir2の哺乳類ホモログであるSirT6は、核内クロマチン関連タンパク質であり、塩基除去修復（BER）経路を介したゲノム完全性の正常な維持を促進します。NAD依存性タンパク質脱アセチル化酵素は、テロメア維持や遺伝子発現を含む様々なプロセスに関与しており、結果としてゲノム安定性、細胞老化、アポトーシスに役割を果たします（PubMed:18337721、PubMed:19135889、PubMed:19625767、PubMed:21362626）。非常に弱い脱アセチル化酵素活性を有し、アセチル化された基質が存在しない場合でもNAD(+)に結合することができる(PubMed:21362626)。ヒストンH3K9AcおよびH3K56Acに対して脱アセチル化酵素活性を有する(PubMed:19625767, PubMed:21362626)。細胞周期のS期において、テロメアクロマチン中のヒストンH3のアセチル化を調節する(PubMed:19625767)。また、S期におけるWRNとテロメアの結合、および正常なテロメアの維持にも必要である可能性がある(PubMed:18337721)。NF-κB標的プロモーターにおいてヒストンH3K9Acを脱アセチル化し、NF-κB標的遺伝子のサブセットの発現をダウンレギュレーションする可能性がある(PubMed:21362626)。ヌクレオソームの脱アセチル化は、RELAの標的DNAへの結合を阻害する（PubMed:19135889）。転写因子Hif1aのコリプレッサーとして作用し、複数の解糖系遺伝子の発現を制御して血糖恒常性を調節する（類似性による）。正常なIGF1血清レベルと正常な血糖恒常性に必要である（類似性による）。TNFタンパク質の産生を調節する（類似性による）。寿命調節にも関与する（類似性による）。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	SIRT6 抗体 (1:1000 希釈) を使用した 293T、Jurkat 細胞溶解物中の SIRT6 のウエスタン ブロット検出。

